
（
七
里
ガ
浜
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　獣
医
療
を
巡
る
社
会
情

勢
の
変
化
に
よ
り
動
物
病

院
に
お
い
て
幅
広
い
役
割

を
担
う
動
物
看
護
師
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
資
格
や
業
務
に
つ
い
て

定
め
る
法
律
が
な
く
、
動

物
看
護
師
に
対
す
る
評
価

向
上
、
技
術
水
準
の
確
保

や
そ
の
業
務
を
十
分
に
果

た
す
こ
と
の
で
き
る
環
境

の
整
備
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　ま
た
、
動
物
看
護
に
関

す
る
公
的
資
格
も
な
か
っ

た
た
め
、
動
物
看
護
職

認
定
を
独
自
に
行
っ
て
き

た
民
間
５
団
体
が
共
同

で
統
一
試
験
を
作
成
し
、

2
0
1
3
年
に
第
１
回

の
統
一
認
定
試
験
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
し
て
動

物
看
護
師
の
統
一
的
資
格

認
定
制
度
を
確
立
し
、

知
識
・
技
術
の
高
位
平

準
化
を
図
り
、
チ
ー
ム

獣
医
療
体
制
の
整
備
を

進
め
、
将
来
の
公
的
資

格
に
つ
な
げ
る
制
度
確

立
の
た
め
に「
認
定
動
物

看
護
師
」を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
さ
ら
に
犬
や

猫
な
ど
の
愛
玩
動
物
に

求
め
ら
れ
る
獣
医
療
が

高
度
化
・
多
様
化
し
、
獣

医
師
と
動
物
看
護
師
の

チ
ー
ム
獣
医
療
体
制
の

強
化
に
伴
い
、
幅
広
い
業

務
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
獣
医
療
関
係
者
な

ら
び
に
農
林
水
産
省
・
環

境
省
の
動
向
も
あ
い
ま
っ

て
、
我
が
国
に
お
け
る
動

物
看
護
師
制
度
の
整
備

に
関
わ
る
環
境
は
大
き
く

進
展
し
ま
し
た
。

　2
0
2
2
年
5
月
1
日

に
は
、「
愛
玩
動
物
看
護

師
法
」が
施
行
さ
れ
、
新

し
い
国
家
資
格
と
し
て

「
愛
玩
動
物
看
護
師
」と
し

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
本
年
2
月
に
第
1
回

の
国
家
試
験
が
実
施
さ
れ
、

1
8
，4
8
1
人（
既
卒
者
・

在
学
者 

9
，7
1
2
人
、

現
任
者
8
，7
6
9
人
） 

の「
愛
玩
動
物
看
護
師
」が

誕
生
し
ま
し
た
。
国
家
資

格
と
な
っ
た
こ
と
で「
愛

玩
動
物
看
護
師
」は
、
業

務
独
占
、
名
称
独
占
の
職

業
と
な
り
、
従
来
よ
り
も

業
務
範
囲
が
広
が
り
、
動

物
医
療
・
適
正
飼
養
に
関

わ
る
専
門
職
と
し
て
社
会

的
役
割
が
確
立
し
ま
し

た
。
ま
た「
愛
玩
動
物
看

護
師
」で
な
い
者
は
、
動

物
看
護
師
が
含
ま
れ
る
紛

ら
わ
し
い
名
称
を
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

　獣
医
師
の
指
示
の
下
に

行
う
採
血
、
経
口
投
薬
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
挿
入
、
カ

テ
ー
テ
ル
に
よ
る
採
尿
等

で
す
。
そ
し
て
診
療
の
補

助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
獣
医
師
以
外
で
は 

「
愛
玩
動
物
看
護
師
」の
有

資
格
者
の
み
と
規
定
さ
れ

ま
し
た
。

　入
院
動
物
の
世
話
、
診

断
を
伴
わ
な
い
検
査
等

・
動
物
の
日
常
の
手
入
れ

に
関
す
る
指
導
・
助
言
：

グ
ル
ー
ミ
ン
グ
、
爪
切

り
、
歯
磨
き
等 

・
人
と
動
物
の
共
生
に
必

要
な
基
本
的
な
し
つ
け
・

適
切
な
社
会
化
を
促
す

た
め
の
教
室
の
開
催 

・
動
物
介
在
教
育（
A
A
E
）

へ
の
支
援
：
小
学
校
等

を
訪
問
し
学
習
活
動
を

サ
ポ
ー
ト 

・
動
物
介
在
活
動（
A
A
A
）

へ
の
支
援
：
高
齢
者
施

設
等
に
お
け
る
セ
ラ

ピ
ー
活
動 

・
動
物
飼
養
困
難
者（
高
齢

者
等
）へ
の
飼
育
支
援
：

家
庭
訪
問
、
電
話
等
で
の

飼
育
に
関
す
る
助
言 

・
災
害
発
生
時
の
被
災
動

物
適
正
飼
養
の
た
め
の

支
援
：
地
方
自
治
体
と

の
連
携
協
力 

・
動
物
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
シ

に
合
わ
せ
た
栄
養
管
理

や
食
事
相
談
等

　「愛
玩
動
物
看
護
師
」

は
、
今
後
、
チ
ー
ム
獣
医

療
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
し
て
、
責

任
を
持
ち
、
様
々
な
高
い

レ
ベ
ル
の
業
務
を
実
行

し
、
診
療
の
効
率
化
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
看
護
に
つ
い
て
も
、

獣
医
師
の「
病
気
を
治
療

す
る
」立
場
と
は
異
な
り
、

動
物
を
看
る
立
場
と
な

り
、
介
護
を
含
め
た「
ケ

ア
」の
領
域
の
強
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
診

療
の
補
助
と
同
等
も
し
く

は
そ
れ
以
上
に
大
き
な
役

割
で
あ
り
、
専
門
的
な
知

識
と
技
術
の
修
得
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
愛
護
・

適
正
飼
養
分
野
に
お
い
て

は
、
動
物
愛
護
行
政
へ
の

参
画
、
愛
玩
動
物
の
飼
主

さ
ん
へ
の
適
正
飼
養
に
関

す
る
啓
発
・
指
導
に
お
け

る
指
導
者
的
役
割
を
担
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
オ
レ
ン
ジ
薬
局
鎌
倉
店
）

　突
然
で
す
が
、
皆
様
は

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」の
父
親

で
あ
る「
磯
野
波
平
」が

54
歳
で
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？「
え
っ
？

54
歳
？
？
」と
驚
か
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
厚
生
労
働

省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」の
連
載

が
始
ま
っ
た
1
9
5
0

年
頃
の
日
本
人
男
性
の

平
均
寿
命
は
60
歳
未
満
。

そ
れ
を
考
え
る
と
納
得

で
き
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
ね
。
今
回
は
、
そ
こ

か
ら
時
代
が
進
み
、
人

生
1
0
0
年
時
代
・
超

高
齢
社
会
と
な
っ
た
か

ら
こ
そ
身
近
に
な
っ
た

「
認
知
症
」に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　「
認
知
症
」と
は
、
様
々

な
脳
の
病
気
に
よ
り
、
脳

の
神
経
細
胞
の
働
き
が

徐
々
に
低
下
し
、
認
知
機

能（
記
憶
・
判
断
力
等
）

が
低
下
す
る
こ
と
で
日

常
生
活
全
般
に
支
障
を

き
た
す
状
態
を
言
い
ま

す
。
認
知
症
者
数
は
年
々

増
加
し
、
2
0
2
5
年

に
は
7
0
0
万
人（
65
歳

以
上
人
口
の
約
20
％
）に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　認
知
症
の
原
因
疾
患

は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

最
も
多
い
の
が
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
で
全

体
の
60
〜
70
％
、
次
に
血

管
性
認
知
症
で
約
20
％
、

他
に
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
、
前
頭
側
頭
型
認

知
症
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
病
態
が
異
な
り
、

生
活
環
境
や
患
者
様
の

性
格
な
ど
に
も
影
響
さ

れ
る
た
め
、
発
現
す
る
症

状
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
ま
た
複
数
の
原
因
疾

患
が
混
在
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　現
在
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
を
中
心

に
使
用
さ
れ
て
い
る
薬

剤
は
4
剤
あ
り
ま
す
。

剤
形
は
様
々
で
す
が
、
病

態
を
本
質
的
に
治
療
す

る
の
で
は
な
く
症
状
を

改
善
す
る
薬
剤
で
す
。

そ
の
他
に
も
患
者
様
の

状
態
に
応
じ
て
漢
方
薬

が
処
方
さ
れ
る
こ
と
も

多
く
、
認
知
症
治
療
薬

と
併
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
認
知
症
の

原
因
に
働
き
か
け
進
行

を
抑
制
す
る
治
療
薬
が

承
認
申
請
中
で
、
新
薬

の
登
場
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　男
性
の
平
均
寿
命
が

81
歳
、
女
性
の
平
均
寿

命
が
87
歳
を
超
え
た
現

在
の
日
本
で
は
、
認
知
症

は
誰
も
が
な
り
う
る
も

の
で
す
。
必
要
以
上
に
不

安
に
思
う
こ
と
な
く
、

「
認
知
症
」を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
我
が
国
で
の
認
知
症

の
予
防
と
は
、
認
知
症
に

な
ら
な
い
だ
け
で
は
な

く
、
認
知
症
に
な
る
の
を

遅
ら
せ
る
、
そ
し
て
認
知

症
に
な
っ
て
も
そ
の
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　認
知
症
の
発
現
は
生

活
習
慣
病（
高
血
圧
・
糖

尿
病
・
脂
質
異
常
症
等
）

と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
普
段
か
ら

食
生
活
に
気
を
付
け
、

適
度
な
運
動
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
早
期

発
見
も
と
て
も
重
要
で

す
。「
何
か
お
か
し
い
？
」

と
感
じ
た
時
に
は
、
早
め

に
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
、
専
門
医
の
受
診

も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
服

薬
管
理
に
不
安
が
あ
る

際
に
は
、
是
非
か
か
り
つ

け
薬
局
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お問い合わせ：市民健康課健康づくり担当　TEL：0467-61-3942 お問い合わせ：市民健康課　TEL：0467-61-3944
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人
生
1
0
0
年
時
代・

超
高
齢
社
会

「
愛
玩
動
物
看
護
師
」
の

国
家
資
格
化

乳幼児のいる家庭の防災対策
～どんな時、どこに避難する？編～

鎌倉市薬剤師会 高村 優子

　40歳以上の女性の方向けに実施している乳がんマンモグラフィ検診について、平日に検
診を受けられない方のご要望にお応えし、日曜日に検診車での乳がんマンモグラフィ検診を
実施いたします。事前に、ご予約が必要となります。

令和5年度鎌倉市健康診査
乳がんマンモグラフィ検診

-日曜日の検診車での実施について-

防災と言えば、「避難所」を思い浮かべますが、災害の種類や規模により、避難の必要性があるか、
考えておくことが大切です。自分や大切な人、ものを守るために、今からできる「備え」を確認して
みましょう。

皆さんのご自宅で、考えられる災害による被害は？

ご自宅がどのような場所にあるか、災害リスクを確認しておきましょう。安全であれば在宅避難も可能
です。状況に応じて、安全な親戚のおうちや避難所への水平避難、高いところへの垂直避難など、
検討しましょう。

子どもを素早く安全な場所まで避難させるには、「おんぶ」が有効です。

おんぶは、お子さんとのスキンシップにもなります。３歳くらいになると自分の力でしがみつける
ように！普段から、身体を使う遊びとして取り入れてみてください。

令和5年（2023年）10月22日（日）

９時～12時、13時～16時（予約電話の受付順）

鎌倉市役所

令和5年（2023年）８月24日（木）～令和5年10月13日（金）

100名

検診日

検診実施時間

検診場所

予約受付期間

定員

公益財団法人神奈川県予防医学協会　集団検診センター　
TEL：０４５－７７３－６４０９　　受付時間：９時～17時（12時～13時を除く）
※土日・休日を除く

ご予約

令和５年度 無料クーポン券（乳がん検診）または、受診券（乳がんマンモグラ
フィ検診）をお持ちの方。
※昨年度（令和４年度）に乳がんマンモグラフィ検診を受診しなかった方で、今年度受診をご希望
の方は、市民健康課（TEL：0467-61-3942）までご連絡ください。

対象

注意事項

実施日
及び
受付期間

次の項目に当てはまる方は、受診をご遠慮ください。

□ 乳房などに病気・手術歴があり、治療中または経過観察中
□ 授乳中または授乳が終わってから６ヶ月経っていない
□ 自分の力で立てない（検査中の姿勢を保持できない）
□ 乳房や胸部に充填剤を入れている
□ 妊娠中または妊娠の可能性がある
□ ペースメーカーなどの医療機器を装着している

■9月は防災月間です。

■自宅の災害リスクを確認

■おんぶを練習する

■非常持出グッズを準備する

□津波　 □土砂崩れ　 □洪水（浸水）　　など
鎌倉市防災情報マップは

こちら

＜いつから？＞赤ちゃんの首がしっかりとすわった生後4ヶ月頃から可。
＜メリット＞・避難時、両手が空くので荷物を持ったり、手をつないだりできる。

・足元がよく見えて安全。
・保護者が前に転んだ時、子どもが下敷きにならない。

食料は、最低３日分以上ご用意ください。
ご自宅では、１週間程度の備えがあると安心です。
■大切な人との連絡方法を確認
災害用伝言ダイヤル「１７１」や災害用伝言板（web171)という
サービスがあります。いずれも毎月1日、15日に体験利用ができ
ますので試してみましょう。

親子のための
防災コンパス

鎌倉市防災情報
ハンドブック

認
知
症
と
は
？

認
知
症
の

４
大
原
因
疾
患

認
知
症
の

薬
物
療
法

認
知
症
の
予
防

早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す

背
景

国
家
資
格

「
愛
玩
動
物
看
護
師
」

の
発
足

第
1
回
国
家
試
験

合
格
者

1
8
，4
8
1
人

「
愛
玩
動
物
看
護
師
」

の
主
な
業
務

①
愛
玩
動
物
の

診
療
の
補
助 

②
愛
玩
動
物
の
世
話

そ
の
他
の
看
護 

③
愛
玩
動
物
の
愛
護
・

適
正
な
飼
養
に
係
る

助
言
そ
の
他
の
支
援 

チ
ー
ム
獣
医
療
に
、

な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在

詳しくはこちら

参考

鎌倉市健康福祉部市民健康課内
TEL.0467-61-3979［直通］

発行所

鎌倉市衛生協議会
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鎌
倉
朗
読
・
録
音
奉
仕
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、音
声
版
Ｃ
Ｄ
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24-0099 119
医療機関問い合わせ 救急車

050-3490-3742

かながわ
小児救急ダイヤル

※番号のかけ間違いにご注意ください。

受付時間：毎日18:00～翌8:00まで

鎌倉市医師会

※事前にご連絡ください

休日夜間急患診療所
地域医療センター

昼
間 日・祝

受付時間

夜
間
平日
土・日・祝

鎌倉市 口腔保健センター
（休日急患歯科診療）

こどもの救急ホームページ

診療時間外に病院を受診するかどう
か、判断の目安を提供しています。
対象年齢：生後１ヵ月～６歳
監　　修：公益社団法人

日本小児科学会

湘南獣医師会
湘南夜間救急動物病院（シーメック）

住 　 所：藤沢市片瀬4 -14 -8
受付時間：夜9時～翌朝6時

「歯の119番」
診 療 日：日、祝、年末年始
受付時間：10：00～14：30
（GW・年末年始は16：30まで）


